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河
川
の「
出
水
期
」に『
備
え
』ま
し
ょ
う
！

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

防
災
マ
ッ
プ
を
活
用
し
て
、
自

分
の
住
ん
で
い
る
場
所
の
災
害
リ

ス
ク
を
確
認
し
、
自
分
が
避
難
所

な
ど
に「
逃
げ
る
人
」な
の
か
自
宅

の
2
階
以
上
の
山
と
は
反
対
側
の

部
屋
に「
留と
ど

ま
る
人
」な
の
か
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。「
逃
げ
る
人
」は
、

ど
こ
へ
逃
げ
る
か
を
あ
ら
か
じ
め

決
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
い
ざ

と
い
う
と
き
、
自
分
は
ど
う
す
べ

き
か
、
日
頃
か
ら
イ
メ
ー
ジ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

も
う
1
度
確
認
！
市
の
避
難
情
報

　

避
難
情
報
は
4
種
類
あ
り
ま
す
。

夜
間
に
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
以
上
の
情
報
を
発
令
す
る

可
能
性
が
あ
る
場
合
は
、
自
主
避

難
所
を
開
設
し「
早
め
の
自
主
避

難
」を
呼
び
掛
け
ま
す
。
災
害
の

危
険
が
高
ま
る
と「
避
難
準
備
・

高
齢
者
等
避
難
開
始
」を
発
令
し

ま
す
。さ
ら
に
危
険
が
迫
る
と「
避

難
勧
告
」、
さ
ら
に
は「
避
難
指
示

（
緊
急
）」を
発
令
し
ま
す
。

■
河
川
の
排
水
ポ
ン
プ
を

　
　
停
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

円
山
川
の
水
位（
立
野
水
位
観

測
所
）が
7
・
16
m
を
超
え
、
さ

ら
に
上
昇
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合

は
、
堤
防
の
決
壊
と
い
う
、
人
命

に
関
わ
る
最
悪
の
事
態
を
防
ぐ
た

め
、
あ
ら
か
じ
め
防
災
行
政
無
線

放
送
等
で
周
知
の
上
、
排
水
ポ
ン

プ
を
停
止
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

内
水
位
が
一
気
に
上
昇
し
、
避
難

場
所
な
ど
へ
の
移
動
が
困
難
に
な

り
ま
す
。

■
出
水
期
に『
備
え
る
』た
め
の
　

　
　
　
　
　
　
大
切
な
ポ
イ
ン
ト

▼
防
災
情
報
を
確
認
す
る

　

市
内
の
気
象
情
報
や
雨
量
情
報
、

河
川
の
水
位
情
報
、
そ
の
他
必
要

な
情
報
を
自
ら
進
ん
で
入
手
し
ま

し
ょ
う
。

○ 
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
…
台
風
な
ど

の
進
路
予
測
、
気
象
予
報
・
警

報
な
ど
が
入
手
で
き
ま
す
。
テ

レ
ビ
の
デ
ー
タ
放
送
が
便
利
で

す（
リ
モ
コ
ン
の
d
ボ
タ
ン
）。

○ 

防
災
行
政
無
線
放
送
…
台
風
情

報
や
市
内
の
主
な
河
川
の
水
位

情
報
、
避
難
勧
告
等
の
発
令
情

報
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

聴
覚
障
害
の
あ
る
方
に
は
、
フ

ァ
ク
ス
で
放
送
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す（
要
申
込
み
）。

　

今
年
も
河
川
の
出
水
期
を
迎
え
ま
し
た
。
円
山
川
の
下
流
に
位
置
す

る
豊
岡
盆
地
周
辺
は
緩
や
か
な
勾
配
の
た
め
、
氾
濫
が
非
常
に
起
き
や

す
い
地
形
で
す
。
ま
た
〝
ゲ
リ
ラ
豪
雨
〞
と
呼
ば
れ
る
局
地
的
で
短
時

間
に
猛
烈
な
雨
が
降
る
回
数
も
確
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め「
自
分
た
ち
の
命
は
自
分
た
ち
で
守

る
」と
い
う
心
構
え
と
日
頃
か
ら
の
準
備
、
そ
し
て
家
庭
や
地
域
で
の
連

携
と
助
け
合
い
を
、
ぜ
ひ
、
お
願
い
し
ま
す
。

《
問
合
せ
》
防
災
課
☎
23

－

1
1
1
1

少
し
で
も
危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
避
難
を

台風などの接近時に、河川や田畑の様子を見に行くことは大変危険です。
絶対にしないでください。注意！！

河川水位の危険度レベルと避難情報

皆さんの行動

避難情報の基準となる立野水位観測所（例）の水位

⬅堤防高（8.66m） 危険が迫っています。直ちに避難を完
了してください。直ちに避難を完了で
きない場合は、建物の2階以上の山と
は反対側の部屋に避難する。

避難を開始してください。避難に時間
を要する方は、避難を完了する。

避難の準備を始めてください。
避難に時間を要する方（災害時要援護
者）は、避難を開始してください。

避難指示（緊急）

避難勧告
避難準備・

高齢者等避難開始

水防団待機

夜間に避難準備情報以上の情報を発令
する可能性があるとき、早めの自主避
難を呼び掛けます。

自主避難所の開設

今月のイチオシ
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古
い
も
の
か
ら
使
い
、補
充
す
る
）

す
る
な
ど
、
日
頃
か
ら
準
備
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
指
定
緊
急
避
難
場
所
を
確
認

　

市
が
指
定
す
る
指
定
緊
急
避
難

場
所
に「
災
害
時
避
難
所
標
示
板
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ

め
、
市
防
災
マ
ッ
プ
や
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
最
寄
り
の
避
難
場
所
を

確
認
し
、
実
際
に
避
難
経
路
を
歩

い
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
避
難
が
遅
れ
た
と
き
は

　
　
　
　
建
物
の
2
階
以
上
へ
！

　

夜
間
や
激
し
い
降
雨
時
、
道
路

冠
水
時
な
ど
、
避
難
経
路
上
の
安

全
が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
指

定
緊
急
避
難
場
所
な
ど
へ
の
屋
外

移
動
は
極
力
避
け
、
自
宅
等
の
2

階
以
上
に
緊
急
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
土
砂
災
害
で
亡
く
な
っ
た
方

の
10
人
の
内
9
人
は
1
階
で
被
災

し
て
い
ま
す
。

▼ 

避
難
行
動
要
援
護
者
の
個
別
支

援
計
画
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
！

　

災
害
時
の
避
難
で
特
に
支
援
が

必
要
な
方（
避
難
行
動
要
援
護
者
）

は
、
地
域
支
援
者（
区
や
自
主
防

災
組
織
の
役
員
、
消
防
団
な
ど
）

に
個
人
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

同
意
し
て
い
ま
す
。「
誰
が
・
誰

を
・
ど
こ
に
」避
難
さ
せ
る
か
を

あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
く
共
助
の

取
組
み
へ
の
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
ろ
う
！

　

出
水
期
に
は
、
集
中
豪
雨
や
台

風
な
ど
の
影
響
で
山
間
部
な
ど
で

は
、
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。
少
し
で
も
異
変
を
感

じ
た
と
き
は
、
早
め
の
自
主
避
難

を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 
と
よ
お
か
防
災
ネ
ッ
ト
…
登
録

す
る
と
、
避
難
準
備
・
高
齢
者

等
避
難
開
始
や
避
難
勧
告
、
避

難
指
示（
緊
急
）な
ど
の
防
災
情

報
メ
ー
ル
が
携
帯
電
話
に
配
信

さ
れ
ま
す
。
屋
外
や
車
の
中
に

い
て
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
避
難

の
情
報
が
入
手
で
き
ま
す
。

登
録
方
法

① toyooka@
bosai.net

宛
て
に

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
は
、
左
記
Q
R
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

② 

空
メ
ー
ル
を
送
る
と
、

間
も
な
く
返
信
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

※ 

防
災
情
報
は
、
国
土
交
通
省
や

気
象
庁
、
兵
庫
県
、
市
な
ど
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手
で
き

ま
す
。

▼
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、
避
難
所
に

避
難
す
る
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

1
本
、
食
料
1
〜
2
食
分
、
防
寒

具
な
ど
の
非
常
持
ち
出
し
品
を
準

備
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
各
家
庭

で
、
3
日
分
以
上
を
目
安
に
飲
料

水
・
食
料
や
生
活
必
需
品
を
備
蓄

し
た
り
、
食
料
等
を
ロ
ー
リ
ン
グ

ス
ト
ッ
ク（
普
段
の
食
事
に
利
用

す
る
も
の
を
備
蓄
し
、
製
造
日
の

安 全 確 保 行 動
　防災行政無線で、全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）の訓練放送を実施します。各家庭等の戸別受信
機と屋外拡声器から、最大音量で次の内容が一斉に
放送されます。
　市民の皆さんは、戸別受信機の受信状況と、緊急
地震速報を見聞きしたときの安全確保行動を確認し
てください。

　Ｊアラートの報知音等の合図が発せられたら、そ
の場で約１分間安全確保行動を取ってください。

　簡易型雨量計の作り方を
市ホームページで紹介して
います（｢簡易型雨量計の作
り方｣で検索）。
　特に、土砂災害に警戒が
必要な土地に住んでいる方
は、雨量が120mmに達した
ら、自主避難してください。

☆簡易型雨量計を作ろう☆

７月５日（木）午前10時ごろ
対象　豊岡市全域

①まず低く　強い揺れで自身が倒れる前に、体勢を
低くして地面に近づく。
②頭を守り　机やテーブルの下に入り、頭を守る。
頭を守るものがない場合は、腕や荷物を使って頭
を守る。
③動かない　揺れが止まるまで動かずじっとする。

放
送
内
容

▼上り４音チャイム
　（緊急地震速報チャイム音）
▼これは、訓練です。地震です。地震です。
落ち着いて、ただちに身を守る行動を
取ってください。（３回）

▼下り４音チャイム

※気象・地震活動の状況等で、訓練用の緊急地震速
報の放送を中止することがあります。

防災行政無線から 
全国瞬時警報システムの訓練放送

テープは避難
目安の雨量を
示しています

目盛はmm表示

今
月
の
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シ
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